




























結果・考察 BAL/C マウスにおいて 9週投与後 ATC1048 放線菌は肝臓に好中球炎症をきたし、
ATC1049 放線菌は肺膿療をきたした。 12 週投与後 ATC1049 放線菌は肺膿療と肝臓
に好中球炎症をみとめた。
Vivo 実験で放線菌感染症は系によって臓器特異性があることがわかった。
今までの報告より放線菌には piln と呼ばれる線毛様構造があり、 Type1 fimbrae と
Type 2 fimbrae が報告されている。 Type 1 fimbrae は ArgGlyPon のペプチド
を介して主に歯に接着しプラークをつくることが報告されている1)。




肺への放線菌結合は Type 2 fimbrae を介して行われていることが分かつた。
結論: 放線菌の肺膿蕩の形成において、放線菌の系により肺膿療を形成しやすいものが
あり、放線菌 ATC1049 では Type 2 fimbae がラクトースやガラクトースを介して
気道上皮と結合し肺膿療を形成する可能性が示唆された。
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